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(1) 開催仕様 

・開催日：H29 年 9 月 14 日(木) 
・場所：旭川グランドホテル 
・総参加者数：604 名 

今回の参加者数は，昨年度とほぼ同様な

総参加者数 604 名と大変盛会なフォーラム

となった． 
また，発表件数は，一般発表 140 編＋オ

ペレーターセッション 5 編に及び，活発な

フォーラムであったといえる．表・図-1 に

全地連技術フォーラムのメインテーマと参

加者数の変遷を示した． 
今回で第 28 回となっているが，参加者

数では過去 7 番目に相当し，多くの参加者

があったことが判る．この発表の中で，ジ

オ・ラボネットワークからは，合計 6 名の

発表(表-2)がなされた．とりわけ関西組合

さんからは 3 名の発表がなされるなど積極

的な活動は賞賛に値すると考えられる．こ

の中で，北海道土質試験協同組合の高橋考

輔氏が優秀発表賞を受賞された．誠におめ

でとうございます． 
今後も，ジオ・ラボネットワークとし

て，地盤工学会全国大会での発表・展示活

動と併せて，この全地連フォーラムでも積

極的に発表・展示を展開していきたいと考

えている． 

 特に，ジオ・ラボネットワークとして発

足したのが H19 年 6 月であり，満 10 周年

を経過したことから，記念シンポジウムな

どの開催も含めて，ネットワークとしての

諸活動を更にアピールしていきたい． 
 

     No.154  2017 年 12 月

1. 全地連「技術フォーラム 2017」旭川参加報告

～15 日(金) 

セッション NO. 発表者 所属組合 発　　表　　題　　目

100 三好 功季 協同組合関西地盤環境研究センター 粒度試験（沈降分析）における浮ひょう測定方法の違いについて

101 岩田　暁 中部土質試験協同組合 中間土の締固め試験の準備方法に関する研究(その2)

103 高橋 孝輔 北海道土質試験協同組合 凍上性評価における細粒分含有率の影響について

106 金津 正子 協同組合関西地盤環境研究センター 粘性土における三軸圧縮試験と一面せん断試験の比較

107 服部 健太 協同組合関西地盤環境研究センター 盛土材料の供試体密度と三軸圧縮強さの関係（その2）

111 倉ヶ谷 彩地 関東土質試験協同組合
中空ねじり試験に用いる供試体の縦横比がせん断剛性率に

どのような影響をもたらすか

D-4

室内試験Ⅰ

D-5

室内試験Ⅱ

表-2 ジオ・ラボネットワークからの発表者・題目 
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(2)室内試験編の発表内容 
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会場の旭川グランドホテル 

成田会長とご来賓の皆さま（和泉局長，高橋知事，西川市長） 

開会式開催前の会場の様子 

今回の GeoTechForum2017 シンボルマークと市役所の歓迎のぼり，フォーラムのテーマ 
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★交流会場の様子★                          ★旭川での居酒屋“旅籠”から★ 

 

特別講演の大西有三先生(京都大学名誉教授)と特別講演のテーマ：地下空間の利活用に関する国の審議状況と今後の展開について 

当組合の岩田 暁による口頭発表          室内試験Ⅱの司会は山内 昇氏（北海道土質試験協同組合） 

多くの来場者のあった展示会場         北海道：千葉理事長のご挨拶と過去に例をみない交流会の様子   

 

（左）50 代の方に記憶に残るリリーズ（夕張出身とのこと）が交流会に登場

（右）亀和田俊一レアックス㈱元社長提供のスパークリングワイン
北海道ではホンモノの柳葉魚（シシャモ，これは

オス）が登場します（超! 美味です） 
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(3)岩田 暁の口頭発表論文の紹介 
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2．第 34 回 臨時総会の報告・⼩旅⾏報告 
(1)臨時総会概要 

＊開催日時：H29 年 10 月 17 日(火)17:15～18:00 
＊開催場所：天童ホテル 会議室  

・山形県天童市鎌田本町 2-1-3 
・TEL：023-654-5511  

・参加者 ：組合員 12 社 
委任状参加者 6 社の 18 社(欠席 0 社)  

・報告内容：第 1 号報告 
(平成 29 年度中間事業報告) 

：第 2 号報告 
(平成 29 年度中間事業収支報告) 
 ともに異論なく了承された． 

：第 1 号議案(その他) 
フロアから，7 月の地盤工学会市民見 
学会報告に関する開催意義，および物理試験の更なるスピード up 化の要望について，質

疑応答の後，他に提案もなく終了した． 
(2)小旅行実施概要 

1) 行程 

 平成 29 年 10 月 17 日(火)～18 日(水)の 2 日間にわたって，下記の様な行程で小旅行を開催しました． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2

3,4 

5 

臨時総会開催状況 

1 

2 

3 4 

5 

ふもとや昼食 

おしん弁当 

★おいしい山形空港とは★ 

（2014 年 5 月命名）

「おいしい」という言葉には，「味

が良い」という意味だけではな

く，「好ましい」，「見事だ」という

意味があり，「食・景色・祭り・温

泉などすべてがおいしい」そん

な思いを込めて，愛称を「おい

しい山形空港」と命名された

そうです． 
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2) 小旅行報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1 立石寺（奥の院）での全員集合            1.2 山寺最古の建物（納経堂（左）と開山堂（右）） 

貞観 2年（860）清和天皇の勅願によって慈覚大師が開いた天台宗のお山（山寺は正しくは宝珠山立石寺） 

2.1 蔵王のお釜（お釜がみえる景色にはめったに遭遇しないとのこと）     2.2 蔵王お釜を背に，全員集合 

（蔵王の象徴：深さ 27m，周囲 1,000m の火口湖とのこと） 

3．樹齢 1000 年を超える爺杉と素木造りの国宝五重塔（羽黒山）         5. 最上川を舟下り 

★懇親会には，㈱半澤ボーリングさんが特別参加★ 

10 月 17 日の懇親会には，山形県村山市に本社があ

る㈱半澤ボーリングの半澤茂兵衛会長，半澤正友社

長が特別参加していただきました．併せて，入手困難

な銘酒「十四代」もご提供頂きました．聞くところに

よりますと，日本で 2 番目に入手困難な銘酒とのこ

とのことです（1番は「獺祭」とのこと）．深謝!! 
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３．⼟質試験管理者認定制度がスタートしました． 

(1) 導入目的 

近年多発する「地盤に関するトラブル事例」などから，社会資本整備を適切に設計・施工するために

は，基本となる地盤調査が重要となることが改めて認識し始められている．一方，国交省では，一部の

直轄工事で地質に関する情報を設計・施工に的確に反映させるために地質調査を担当した技術者に協力

業務を委託するなどの動きがみられる(日経コンストラクション，2017.5.8，p.19)． 
地盤調査では，現場で取得した地盤情報がその後の地盤に関する解析判定業務の基礎情報となるもの

であり，この現場で得られる情報の技術的信頼が地盤調査業務の根幹をなすものといえる．ことに，地

盤材料試験結果は，地盤に関する解析判定業務のインプットデータに深く関与することから，原位置の

地盤状況をできる限り，室内で正確に再現することが求められる．このために，地盤材料試験に携わる

技術者には，高い試験技術力・倫理観が要求される． 
このことから，一社全国地質調査業協会連合会の指導を受け，「土質試験品質確保機構」を立ち上げ

て，「土質試験に関する資格に特化した土質試験管理者」認定制度を導入し，土質試験データの品質を確

保するとともに，その技術や豊富な知識を次世代に繋いでいくことの出来る「土質試験管理者」を育成

し，ひいては試験技術者の地位向上に寄与するものである． 
なお，本制度の導入は第 1STEP として，試行的にジオ・ラボネットワーク会員技術者を対象として

実施する． 
 

(2) 試験要領 

1) 実施団体 
  ・土質試験品質確保機構(会長：西垣誠(岡山大学特任教授) 
             (副会長：杉井俊夫(中部大学教授)，西形達明(関西大学名誉教授)) 

2) 対象範囲 
  ・ジオ・ラボネットワーク会員で土質試験に携わる職員 

3) 受験資格 
  ・ジオ・ラボネットワーク主催の技術講習会の「土質試験管理者養成講座」受講者であること 
  ・勤務実績，日常勤務態度などにおいて他の技術者の模範と認められる者 
  ・土質試験の実務経験が 10 年を越える者，かつ以下のいずれかの資格を有するもの 
    技術士(建設部門「土質及び基礎」か，応用地質部門「地質」)，または地質調査技士 

4) 土質試験管理者認定試験の内容 
  ・経験論文審査 
    テーマⅠ：「土質試験に関する自己の取組み姿勢(マネージメント，工夫など)」 
                (A4 用紙 40 字×40 行：0.5～1 枚) 
    テーマⅡ：「技術者倫理」(A4 用紙 40 字×40 行：0.5 枚程度) 
    テーマⅢ：「実技試験」 (A4 用紙 40 字×40 行：0.5 枚程度) 
  ・業務経歴審査 1 申込書・業務経歴書に記載する 

5) 土質試験管理者養成講座の受講 
  ・平成 29 年 7 月 19 日(水)～20 日(木) (協同組合関西地盤環境研究センターで開催済) 

6) 申込書の受付 
  ・平成 29 年 9 月 12 日(火)付けで申込書発送 
  ・受付期間：平成 29 年 9 月 12 日(火)～9 月 26 日(火) 
  ・申込書提出先：ジオ・ラボネットワーク事務局：北海道土質試験協同組合 

7) 受験料の納付 
  ・受験料(5,000 円)を指定日までに指定銀行口座に振込み,振込書を添付すること 
    振込先：北海道土質試験協同組合の指定銀行口座 

8) 審査論文の提出 
  ・平成 29 年 10 月 10 日(火)着で事務局に郵送 

9) 口頭面接:論文提出者に対して面接の実施 
  ・実施日時:指定する日時：平成 29 年 11 月 15 日(水) 

10) 審査結果発表：平成 29 年 12 月 20 日(水) 
  ・認定書発行：ジオ・ラボネットワーク HP に有資格者を掲載し，本人宛に郵送 
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(3) 記述式課題・面接 

1) テーマⅠ：経験論文 (土質試験に関する自己の取組み姿勢) 
 2) テーマⅡ：技術者倫理に関する論文 (データの取扱に関する質問) 
 3) テーマⅢ：実技試験 (実際の試験に関する具体的な質問) 
 4) 口頭面接：会長・副会長が当たる(概ね 30 分程度) 
  ・面接のポイントは主として下記事項に関して質疑応答を行い，「土質試験管理者」の適性を判断 
     ①管理者としてふさわしいか 
     ②技術力を認めることができるか，自己学習の程度について 
     ③正しい倫理観があるか 
     ④技術面，指導面などにおいて適正かどうか． 
(4) 進行状況と今後の計画 

 ・現在，11 月 15 日の面接試験を無事に完了して，合格者を内定．12 月 20 日に発表予定で進行中． 
 ・受験者：今期は，北海道，北陸，中部，関西，島根，宮崎の各組合から 1 名ずつ受験 

 今後，数年間，ジオ・ラボネットワーク会員技術者を対象として実施を継続する予定です． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★H29 年度中部地質調査業協会ミニフォーラムにて，⽵内啓介が優秀論⽂発表賞を受賞しました★ 
本フォーラムは平成 16 年度から始まり，今回で 17 回目の開催であった．多くの技術者が発表し，若

手技術者の論文作成・発表の登竜門として確立されました．今回も「技術力・発表力向上」と，「地質調

査に関連する技術の伝承」をテーマに，会員各社 
の技術者が，日頃の調査・研究の成果を発表する 
場となっています． 
・開催日時：平成 29 年 10 月 6 日（金） 
・開催場所：名古屋国際会議場会議室 
 発表は，全部で 12 編の研究発表と「技術伝 
承」の特別講演 2 編(元応用地質㈱安江勝夫氏， 
当組合 坪田邦治氏)で行われました． 
 当組合からは，新人の竹内啓介君が下記の題で 
発表しました． 
＊題名：供試体作製時の含水比が透水係数と 

密度の分布に及ぼす影響 
 なお，今年から発表後の懇親会の場で優秀論文 
発表賞が公表され下記の 2 名が栄誉に浴しました． 
・当組合   ：竹内 啓介 氏 
・㈱ジーベック：原 由次郎氏 (参考：H30 年度中部地質調査業協会通常総会で 2 名は再度発表予定)

竹内啓介君の当日の発表状況 

愛知県15社，三重県2社，静岡県1社（五十音別）

㈱ ア オ イ テ ッ ク 青 葉 工 業 ㈱ ㈱ ア ク ア テ ル ス 川 崎 地 質 ㈱

基 礎 地 盤 コ ン サ ル タ ン ツ ㈱ ㈱ キ ン キ 地 質 セ ン タ － サ ン コ － コ ン サ ル タ ン ト ㈱ ㈱ ダ イ ヤ コ ン サ ル タ ン ト

玉 野 総 合 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 中 央 開 発 ㈱ ㈱ 東 建 ジ オ テ ッ ク 東 邦 地 水 ㈱

㈱ 中 日 本 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 日 さ く 日 特 建 設 ㈱ 冨 士 開 発 ㈱

松 阪 鑿 泉 ㈱ 明 治 コ ン サ ル タ ン ト ㈱

準組合員19社 愛知県11社，三重県2社，岐阜県1社，静岡5社（五十音別）

㈱朝日土質設計コンサルタント ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング 応 用 地 質 ㈱ 協 和 地 研 ㈱

興 亜 開 発 ㈱ ㈱ 大 和 地 質 ㈱ 地 圏 総 合 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 中 部 ウ エ ル ボ ー リ ン グ 社

土 屋 産 業 ㈱ ㈱ 東 海 環 境 エ ン ジ ニ ア 東 海 ジ オ テ ッ ク ㈱ ㈱ 東 京 ソ イ ル リ サ ー チ

㈱ 中 野 地 質 日 本 物 理 探 鑛 ㈱ ㈱ フ ジ ヤ マ ㈱ 増 田 地 質 工 業

㈱ 松 原 工 事 事 務 所 ㈱ ヨ コ タ テ ッ ク ㈱ ラ ン ド テ ク ト

組合員18社

中部地域に貢献するジオ・ラボ中部を構成する組合員・準組合員

★最近の代表者の変更情報★ 
 ＊㈱アオイテック：小川博之氏が代表取締役会長，服部正美氏が代表取締役社長に就任（H29 年 12 月） 

 ＊基礎地盤コンサルタンツ㈱中部支社：中西 晃氏が中部支社長（成瀬文宏氏は関西支社長）就任（H29 年 10 月） 

★川崎地質㈱中部⽀社が移転します︓（新住所）〒465-0025 名古屋市名東区上社 2 丁⽬ 184 番地★ 
（TEL・FAX 等は変更なしとのことです． なお，移転日：H29 年 12 月 18 日）


